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近年，文部科学省で児童に様々な課題に取り組む「生きる力」を育ませるための新学習指導要領が全面実

施されている。文部科学省の「学校安全の推進に関する計画」では，通学路で児童生徒に危害が加えられる

事件や侵入者による安全を脅かす事件等が発生し，大きな社会問題となることがあげられている。多くの学

校では安全意識を高めることを目的とした「安全マップ活動」が行われている。本研究では Android タブレ

ット端末を用いた小学校安全マップ活動支援システムの開発を行っている。 
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1． はじめに 

文部科学省「第 2 次学校安全の推進に関する計

画」によると，児童生徒等に，いかなる状況下でも

自らの命を守り抜くとともに，安全で安心な生活や

社会を実現するために主体的に行動する態度を育成

する安全教育を推進することが不可欠である[1]と

されている。一方で，文部科学省「学校の安全管理

の取組状況に関する調査」によると安全マップ作成

実施率が 55.1%（平成 28 年 3 月 31 日時点）となっ

ている[2]。また，文部科学省「学校安全の推進に関

する計画」によると，学校現場では，学校安全につ

いて十分な時間がとりにくい現状であることもあげ

られている[3]。本研究では，安全マップ活動を

Android タブレット端末により効果的に支援するシ

ステムの開発を行っている。本報告では，アプリケ

ーションや操作マニュアル，授業で使うアプリケー

ション利用方法の説明ビデオに関しての報告を行う。 

 

2． システムを使用した安全マップ活動について 

2.1 安全マップ活動の概要 

安全マップ活動とは，「防犯」，「防災」，「交通安

全」の 3 つの観点において児童の安全意識を育むこ

とを目的とした授業の一環で，フィールドワークを

通じて自分の住んでいる地域の安全な場所や危険な

場所について調べ，地図にまとめ，安全に関する意

識を育む活動である。 

小学校での基本的な安全マップ活動の流れの概

要について図 1 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2 システムを使用した安全マップ活動 

安全マップ活動支援システムはそれぞれの学校

における安全マップ活動にあわせた形で利用するこ

とが可能となるように開発を進めてきた。以下，安

全マップ活動に対応するアプリケーションの各モー

ドについて説明する。 

2.2.1 デスクワークモード 

デスクワークモードでは，フィールドワークを行

う前に各班の活動エリアを登録することができる。 

2.2.2 フィールドワークモード 

フィールドワークモードでは，活動エリア内に実

際にフィールドワークを行い，安全・危険な場所の

ポイント登録（写真やメモ）をすることができる。 



図 3 紙地図のレイアウト案 

図 2 現在の紙地図のレイアウト 

2.2.3 まとめモード 

まとめモードでは，「発表準備・紙地図準備」と

「発表会」に分かれる。「発表準備・紙地図準備」モ

ードでは，フィールドワークで登録した安全・危険

な場所のポイントを編集し，発表会で発表するポイ

ントを選択したり，紙地図に印刷するポイントを選

択したりすることができる。また，「発表会」モード

では，発表するポイントの写真や地図，メモ等をス

クリーンに投影して発表することができる。 

 

3． システムのブラッシュアップ 

3.1 Android の新バージョンへの対応 

現在の Android のバージョン別シェアでは

Android6.0 が最も大きくなっている[4]。去年度 

までは Android5.0 まで対応させていたが，今年度は

Android8.0 までの対応を進めている。 

3.2 システム，ユーザーインターフェスの変更 

フィールドワークで登録した安全・危険な場所を

まとめた地図（紙地図）を画像として出力する機能

を有しており，この紙地図を小学校の教室や廊下に

掲示したり発表を聞いた児童に配布するなどの利用

が可能である。 

現在の紙地図のレイアウトはフィールドワーク

エリアの全体のエリア地図と班のエリア地図の下に

12個までのポイントを4個ずつ配置した形をとって

いる（図 2）。これをより見やすくするように班のエ

リア地図を中心にし，その周りに 12 個までのポイン

トを配置するように変更する（図 3）。安全マップ活

動を行う予定の先生方に現在の紙地図と新しいレイ

アウト案について確認したところ，新しいレイアウ

ト案のほうが見やすいと言う意見を得られた。 

3.3 活動用資料のブラッシュアップ 

タブレット操作練習のビデオと先生が利用する

ためのアプリケーションのマニュアルのブラッシュ

アップを行う。また，簡単に紙地図を印刷できるよ

うに，紙地図の印刷用マニュアルを新たに作成した。 

 

4． まとめ 

5 月から 6 月にかけて八王子市内の小学校で 111

人の 4 年生により本システムを用いて安全マップ活

動が行われた。また，11 月から 1 月にかけて市内 2

校の小学校でも行われる予定である。 

今年度 1 校目の小学校での活動を通じて，支援す

るアプリケーションや活動用資料の改良点を見い出

した。今後は，紙地図のレイアウト案を完成させ，

次の活動で使用できるようにする。また，タブレッ

ト端末自体の性能向上への対応やデータ受信機能の

改良を行っていく。 
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